
書

評

評書

（）

藷
坙
?
δ
q
ξ
釦
画
ω
。
首
置
。
匿
a
鼠
9
註
習
似
ω
財
昌
写

国
島
け
＆
げ
《
ζ
器
魯
。
日
。
囚
》
乏
〉
と
○
↓
○

　
　
§
ミ
寒
Q
§
ミ
遷
Q
§
§
N
蔚
§
鐙
や

　
　
α
q
鳩
愚
書
N
§
禽
§
ミ
ー
画
翠
玉
＆
犠
卜
嘗
籍
3

　
　
ミ
ミ
ミ
越
ら
§
ミ
§
帖
譜
§
罎
＆
無
毎
鳶
ミ

　
　
貸
氣
◎
率
k
氣
㎏
e

マ
ウ
ラ
ー
ナ
ー
・
シ
ャ
イ
フ
と
し
て
知
ら
れ
る
弟
子
編
著

川
本
正
知
訳
注

『一

ﾜ
世
紀
中
央
ア
ジ
ア
の
聖
者
伝

ア
フ
ラ
ー
ル
の
マ
カ
ー
マ
ー
ト
』

今

松

ホ
ー
ジ
ャ
・

泰

　
十
二
世
紀
以
降
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
各
地
で
形
成
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ー

フ
ィ
ー
教
団
（
タ
リ
ー
カ
）
は
、
多
く
の
場
合
、
創
始
者
と
さ
れ
る
人
物
の

名
前
を
冠
し
て
呼
び
習
わ
さ
れ
る
、
教
義
・
修
行
法
・
道
統
を
共
有
す
る
流

　
　
　
　
　
　
　
①

派
・
集
団
で
あ
っ
た
。
各
教
団
は
、
教
団
の
長
た
る
シ
ャ
イ
フ
へ
の
民
衆
の

帰
依
に
よ
っ
て
社
会
の
隅
々
に
ま
で
大
き
な
影
響
力
を
有
し
、
ま
た
シ
ャ
イ

フ
と
為
政
者
と
の
個
人
的
な
関
係
に
よ
っ
て
、
あ
る
場
合
に
は
政
治
的
に
も

大
き
な
力
を
振
る
っ
た
。
教
団
の
シ
ャ
イ
フ
は
ス
ー
フ
ィ
ー
の
導
師
で
あ
る

と
同
時
に
聖
者
と
し
て
も
ひ
と
び
と
の
崇
敬
を
集
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
教
団
の
シ
ャ
イ
フ
の
事
績
を
書
き
記
す
た
め
に
数
多
く
の
聖
者
伝
が
編
ま

れ
た
が
、
そ
れ
ら
に
は
、
諸
教
団
の
シ
ャ
イ
フ
を
網
羅
的
に
記
述
し
た
も
の
、

あ
る
特
定
教
団
の
系
譜
に
連
な
る
シ
ャ
イ
フ
を
扱
っ
た
も
の
、
あ
る
い
は
シ

ャ
イ
フ
一
個
人
の
生
涯
二
言
行
を
記
し
た
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が

存
在
す
る
。
伝
記
ジ
ャ
ン
ル
と
密
接
な
関
係
を
も
ち
一
あ
る
場
合
に
は
そ

の
一
部
を
な
す
と
も
み
な
さ
れ
る
　
　
、
説
話
と
の
接
点
を
も
有
す
る
多
種

多
様
な
聖
者
伝
は
、
歴
史
・
思
想
研
究
の
材
料
と
し
て
、
ま
た
文
学
研
究
の

～
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

　
イ
ス
ラ
ム
世
界
各
地
に
成
立
し
た
教
団
の
う
ち
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ハ
ー
リ

ク
・
グ
ジ
ュ
ド
ワ
ー
二
一
、
》
げ
住
9
磨
凶
ず
巴
5
巴
－
O
g
覧
妻
倒
日
（
＝
～
二
〇

没
）
の
活
動
に
起
源
を
も
ち
、
申
興
の
祖
と
さ
れ
る
バ
ハ
ー
ウ
ッ
デ
ィ
ー

ン
・
ナ
ク
シ
ュ
バ
ン
ド
ゆ
聾
似
、
9
同
・
∪
冒
餌
憎
客
鋤
ρ
ω
7
ぴ
窪
儒
（
＝
二
八
九
没
）

の
名
を
冠
し
て
知
ら
れ
る
ナ
ク
シ
ュ
バ
ン
デ
ィ
ー
教
団
は
、
そ
の
道
統
に
連

な
る
者
た
ち
が
、
教
団
勃
興
の
地
で
あ
る
中
央
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
、
オ
ス

マ
ン
朝
治
下
の
諸
地
域
や
イ
ン
ド
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
か
ら
中
国
本
土
、
さ

ら
に
は
ロ
シ
ア
領
内
や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
大
き
な
足
跡

を
残
し
、
今
も
な
お
活
動
を
継
続
し
て
い
る
、
イ
ス
ラ
ム
史
上
に
お
い
て

1
現
代
に
お
い
て
も
－
大
変
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
教
団
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
こ
の
教
団
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て

き
た
が
、
日
本
に
お
い
て
は
、
主
に
中
央
ア
ジ
ア
史
研
究
の
文
脈
に
お
い
て

一
と
く
に
テ
イ
ム
ー
ル
朝
時
代
の
政
治
・
宗
教
・
社
会
の
問
題
か
ら

扱
わ
れ
て
き
た
。
本
書
の
校
訂
・
訳
注
者
も
、
聖
者
伝
お
よ
び
そ
の
他
の
文

献
を
使
用
し
て
多
く
の
ナ
ク
シ
ュ
バ
ン
デ
イ
ー
教
団
研
究
を
発
表
さ
れ
て
い
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る
が
、
と
り
わ
け
十
五
世
紀
中
央
ア
ジ
ア
の
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
妻
主
ア
ブ
ー
・

サ
イ
ー
ド
〉
暫
ω
⇔
、
臥
（
在
位
一
四
五
｛
一
一
四
六
九
）
と
ス
ル
タ
ー
ン
・

ア
フ
マ
ド
ω
巳
萄
μ
諺
ゲ
ヨ
跳
（
在
位
｝
四
六
九
－
一
四
九
四
）
の
治
世
下
に
、

ナ
ク
シ
ュ
バ
ン
デ
ィ
ー
教
団
の
シ
ャ
イ
フ
と
し
て
名
声
を
博
し
、
強
大
な
権

勢
を
振
る
っ
た
†
ジ
。
．
ア
フ
ラ
ー
ル
凶
薯
鯛
」
。
．
霞
鋤
豊
》
藝
㍗
．
餌
．

（一

l
〇
四
－
一
四
九
）
を
申
心
に
据
え
て
研
究
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
。

　
ホ
ー
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
研
究
の
基
礎
資
料
に
は
、
本
人
の
著
作
、
聖
者

伝
、
書
簡
、
文
書
集
、
系
譜
・
系
図
な
ど
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
う
ち
聖
者

伝
と
し
て
は
、
（
一
）
罫
触
．
》
旺
群
〉
≦
鼠
押
§
ミ
盆
三
）
ζ
β
七
月
ヨ
践

群
曾
曾
鶏
ミ
ミ
ミ
ー
．
尊
慧
§
§
惑
ミ
ミ
ミ
索
奪
心
§
”
（
三
）
三
舞
訂
寧

U
冒
、
≧
同
げ
掴
器
餌
冒
≦
倒
、
昼
囚
似
。
。
巳
貸
沁
§
建
富
㍗
宵
郎
§
緊
§
鼻
（
四
）

鼠
鋤
毛
冨
愚
ω
冨
鴇
ド
§
覧
§
ミ
乱
§
罎
ミ
黙
郎
鳶
ミ
の
四
種
が
知
ら
れ
て
い

③る
。
校
訂
・
訳
注
者
は
す
で
に
（
～
）
の
聖
者
伝
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
を
利
用
し
た
研
究
を
発
表
し
て
お
ら
れ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
二
冊
は
、

上
記
四
種
の
聖
者
伝
の
う
ち
、
（
四
）
の
聖
者
伝
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
と
そ
の

翻
訳
で
あ
る
。
校
訂
に
は
五
種
の
写
本
（
タ
シ
ケ
ン
ト
写
本
玉
、
バ
ト
ナ
写

本
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
写
本
、
タ
シ
ケ
ン
ト
写
本
2
、
タ
シ
ケ
ン
ト
写
本
3
　

書
写
年
代
順
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
れ
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
刊
本

に
は
、
ア
ー
レ
フ
・
ナ
ウ
シ
ャ
ー
ヒ
ー
．
》
眩
窯
餌
ぞ
ω
冨
寓
に
よ
っ
て
二
〇

〇
一
／
〇
二
年
に
出
版
さ
れ
た
咽
ホ
ー
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
資
料
集
』
に
収

録
さ
れ
て
い
る
校
訂
版
が
あ
る
。

　
二
冊
の
構
成
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
校
訂
本
）
略
語
、
英
文
凡
例
、
序
文
、
凡
例
、
解
題
、
ペ
ル
シ
ア
語
テ
キ

ス
ト
、
人
名
索
引
、
地
名
索
引
、
民
族
名
部
族
名
索
引
。
解
題
は
次
の
よ
う

に
章
分
け
さ
れ
て
い
る
。

　
一
　
著
作
名
　
　
二
　
写
本
　
　
三
刊
本
　
　
四
編
著
者
　
　
五

　
構
成
　
　
六
　
成
立

　
（
訳
注
本
）
略
語
、
序
文
、
凡
例
、
解
題
、
『
ホ
！
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル

　
の
マ
カ
ー
マ
ー
ト
』
訳
注
、
人
名
索
引
、
地
名
索
引
。
解
題
は
以
下
に
示

　
す
よ
う
に
四
章
に
分
け
ら
れ
る
。

　
一
　
ホ
ー
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
の
誕
生
　
　
二
　
修
行
時
代
　
　
三
資

　
産
　
　
四
　
死

　
ま
た
訳
注
そ
の
も
の
も
以
下
の
ご
と
く
三
章
に
分
か
れ
て
い
る
。

　
『
ホ
ー
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
の
マ
カ
ー
マ
ー
ト
』
訳
注

　
第
一
章
　
諸
奇
蹟
の
叙
述

　
第
二
章
　
イ
ー
シ
ャ
ー
ン
さ
ま
の
親
族
の
話

　
第
三
章
　
イ
ー
シ
ャ
ー
ン
様
の
教
友
だ
ち
の
話
と
高
貴
な
る
集
会
で
著
者

　
　
　
　
　
が
聴
い
た
い
く
つ
か
の
お
雪
葉

　
校
訂
本
の
解
題
で
は
本
書
校
訂
に
か
か
わ
る
諸
問
題
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

訳
注
本
の
解
題
で
は
、
翻
訳
の
理
解
に
資
す
る
た
め
、
ホ
！
ジ
ャ
・
ア
フ

ラ
ー
ル
の
誕
生
、
修
行
時
代
、
資
産
、
死
に
関
し
て
、
上
述
四
種
の
ホ
ー
ジ

ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
伝
の
う
ち
（
三
）
咽
ラ
シ
ャ
ハ
ー
ト
駈
の
記
述
が
翻
訳
・

提
示
さ
れ
、
本
聖
者
伝
『
マ
カ
ー
マ
ー
ト
隔
と
の
性
格
の
違
い
が
指
摘
さ
れ

つ
つ
、
本
書
の
特
徴
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
以
下
に
各
解
題
に
従
っ
て
、
本
書
に
関
す
る
校
訂
・
訳
注
者
の
考
察
・
見

解
を
簡
単
に
ま
と
め
る
。

　
著
作
名
に
関
し
て
。
当
聖
者
伝
『
マ
カ
ー
マ
ー
ト
㎏
は
、
チ
ェ
ホ
ビ
チ
に

従
っ
て
ミ
§
爵
暮
と
研
究
者
の
間
で
呼
ば
れ
て
き
た
が
、
こ
の
語
は
三
種
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評書

の
タ
シ
ケ
ン
ト
写
本
を
記
載
す
る
カ
タ
ロ
グ
中
に
も
タ
シ
ケ
ン
ト
写
本
3
に

も
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
さ
ら
に
バ
ト
ナ
写
本
の
見
開
き
に
み
え
る
著
作
名
が

の
ち
に
つ
け
ら
れ
た
書
名
で
あ
る
こ
と
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
写
本
の
見
開
き
に

み
え
る
表
題
が
書
写
さ
れ
た
と
き
に
書
か
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
ナ
ウ
シ

ャ
ー
ヒ
ー
に
よ
る
校
訂
本
で
聖
犠
§
ミ
心
－
戦
』
§
二
郎
魯
ミ
、
と
さ
れ
た
本
書

の
題
名
が
書
き
出
し
の
文
言
か
ら
取
ら
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
著
者

以
外
の
人
物
の
手
に
な
る
序
文
に
も
コ
ロ
フ
ォ
ン
に
も
著
作
名
が
見
当
た
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
当
聖
者
伝
に
は
「
お
そ
ら
く
、
も
と
も
と
名
称
が
つ
け
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
結
論
が
下
さ
れ
る
。
結
果
、
著
作
名
と

し
て
、
タ
シ
ケ
ン
ト
写
本
1
お
よ
び
2
の
カ
タ
ロ
グ
に
お
け
る
仮
称
と
イ
ス

タ
ン
ブ
ル
写
本
の
見
開
き
表
題
か
ら
、
§
禽
ミ
ミ
ー
執
§
§
§
郎
嘗
ミ
が
採
．

用
さ
れ
た
。

　
写
本
に
関
し
て
。
校
訂
本
作
成
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
五
種
の
写
本
の
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
詳
細
に
検
討
さ
れ
、
系
統
関
係
が
考
察
さ
れ
る
。
タ
シ
ケ

ン
ト
写
本
1
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
一
五
三
三
年
か
ら
一
五
四
〇
年
の
間
、

す
な
わ
ち
原
本
執
筆
後
「
き
わ
め
て
早
く
写
さ
れ
た
貴
重
な
も
の
」
で
あ
る

こ
と
、
し
か
し
、
二
箇
所
に
後
馬
の
補
修
部
分
が
あ
り
、
そ
の
部
分
が
イ
ス

タ
ン
ブ
ル
写
本
か
ら
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
欠
落
部
分
が
存
在
す

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
「
こ
の
写
本
に
系
統
的
に
繋
が
る
写
本
は
現
存
し
て

い
な
い
」
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
補
修
部
分
・
欠
落
部
分
が
存
在
す
る

タ
シ
ケ
ン
ト
写
本
1
は
不
完
全
な
写
本
で
あ
る
が
、
母
音
点
、
コ
ン
マ
・
ピ

リ
オ
ド
が
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
多
く
の
貴
重
な
情
報
を
含
む
と
い
う
事
実

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
＝
五
六
二
年
に
カ
ー
ブ
ル
で
献
呈
さ
れ
る
以
前
に

書
写
さ
れ
た
」
バ
ト
ナ
写
本
は
タ
シ
ケ
ン
ト
写
本
2
と
同
系
統
の
写
本
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
記
さ
れ
る
。
一
五
七
四
年
か
ら
一
五
七
五
年
に

か
け
て
書
写
さ
れ
た
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
写
本
か
ら
は
、
タ
シ
ケ
ン
ト
写
本
1
の

補
修
部
分
お
よ
び
タ
シ
ケ
ン
ト
写
本
3
が
写
さ
れ
た
。
十
六
世
紀
に
写
さ
れ

た
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
写
本
は
、
タ
シ
ケ
ン
ト
写
本
3
が
写
さ
れ
た
一
八
三
三
年

ま
で
は
中
央
ア
ジ
ア
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
そ
の
後
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で

所
蔵
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
理
由
は
不
明
。
）
加
え
て
当
写
本
に
は
誤
り
・
写

し
漏
ら
し
が
多
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
十
八
温
習
に
編
纂
さ
れ
た
と

さ
れ
る
集
成
本
の
一
部
を
な
す
タ
シ
ケ
ン
ト
写
本
2
は
、
上
述
の
バ
ト
ナ
写

本
と
と
も
に
、
タ
シ
ケ
ン
ト
写
本
1
に
大
変
近
く
、
し
か
も
タ
シ
ケ
ン
ト
写

本
1
の
欠
落
部
分
が
な
い
「
元
写
本
（
原
本
の
可
能
性
も
あ
る
）
の
系
統
上

に
あ
る
写
本
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
当
写
本
で
は
表
現
の
書
き
換
え
や
単
語

の
置
き
換
え
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
理
解
が
容
易
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
述
べ
ら
れ
る
。
タ
シ
ケ
ン
ト
写
本
3
は
前
述
の
ご
と
く
イ
ス

タ
ン
ブ
ル
写
本
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
凡
例
で
述
べ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
タ
シ
ケ
ン
ト
写
本
1
を
底
本
と
し
、
底
本
の
欠
落
部

分
を
バ
ト
ナ
写
本
で
補
い
、
さ
ら
に
両
写
本
の
欠
落
部
分
を
イ
ス
タ
ン
ブ
ル

写
本
で
補
う
と
い
う
校
訂
の
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。

　
刊
本
に
関
し
て
。
当
校
訂
本
以
前
に
出
版
さ
れ
た
ア
ー
レ
フ
・
ナ
ウ
シ

ャ
ー
ヒ
ー
の
校
訂
本
に
み
ら
れ
る
底
本
決
定
な
ど
に
関
わ
る
不
備
が
、
イ
ス

タ
ン
ブ
ル
写
本
と
バ
ト
ナ
写
本
の
二
写
本
だ
け
に
基
づ
い
て
通
女
が
な
さ
れ

た
こ
と
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
校
訂
の
誤

り
の
若
干
例
が
具
体
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
編
著
看
に
関
し
て
。
ま
ず
聖
者
伝
の
著
者
が
マ
ウ
ラ
ー
ナ
i
・
ム
ハ
ン
マ

ド
・
カ
ー
デ
ィ
ー
で
あ
る
と
い
う
説
の
誤
り
が
指
摘
さ
れ
、
マ
ウ
ラ
ー

ナ
ー
・
シ
ャ
イ
フ
な
る
人
物
に
関
す
る
情
報
が
整
理
さ
れ
る
。
聖
者
伝
に
記

さ
れ
る
最
後
の
事
件
と
一
五
七
〇
年
に
か
か
れ
た
ナ
ク
シ
ュ
バ
ン
デ
ィ
ー
教
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団
に
関
す
る
系
譜
『
シ
ル
シ
ラ
・
ナ
ー
マ
臨
で
の
死
亡
に
つ
い
て
の
記
述
か

ら
、
マ
ウ
ラ
ー
ナ
ー
・
シ
ャ
イ
フ
は
、
　
｝
五
〇
九
年
四
月
　
一
十
一
日
以
降
に

起
こ
っ
た
最
後
の
出
来
事
を
記
述
し
て
か
ら
、
シ
ャ
イ
バ
ー
ニ
ー
・
ハ
ー
ン

が
サ
フ
ァ
ヴ
イ
ー
朝
の
シ
ャ
ー
・
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
に
敗
死
し
た
一
五
一
〇

年
十
二
月
ま
で
の
間
に
死
去
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
当
聖
者
伝
の
記

述
の
独
自
性
」
が
、
マ
ウ
ラ
ー
ナ
ー
・
シ
ャ
イ
フ
が
ホ
！
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
ー

ル
か
ら
任
さ
れ
て
い
た
「
農
業
経
営
そ
の
他
の
世
俗
の
重
要
な
仕
事
」
に
関

係
し
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
バ
ト
ナ
写
本
に
の
み
見
ら
れ
る

マ
ウ
ラ
ー
ナ
i
・
シ
ャ
イ
フ
・
ア
フ
マ
ド
な
る
編
著
者
名
は
貴
重
な
情
報
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

あ
る
が
、
ほ
か
の
史
料
に
は
一
切
現
れ
な
い
こ
と
か
ら
編
著
者
名
と
し
て
採

周
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
先
に
バ
ト
ナ
写
本
に
つ
い
て
解
説
し
た
箇
所
同

様
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
構
成
に
つ
い
て
。
＝
つ
ひ
と
つ
が
完
結
し
た
約
二
〇
〇
の
逸
話
の
集

成
」
で
あ
る
『
マ
カ
ー
マ
！
ト
駈
は
、
著
者
が
多
く
の
入
か
ら
聞
い
た
ホ
ー

ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
と
彼
の
親
族
、
高
弟
に
関
す
る
情
報
お
よ
び
ホ
ー
ジ

ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
自
身
か
ら
聴
い
た
教
説
・
訓
話
と
い
う
、
情
報
源
・
内
容

が
異
な
る
も
の
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
訳
注
本
序
文
で
本
聖
者
伝
が
「
寄

蹟
輝
・
醤
行
録
集
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
前
者
に
関
し
て

は
、
著
者
自
身
が
体
験
し
た
こ
と
と
伝
聞
の
二
種
に
分
か
れ
る
が
、
叙
述
か

ら
は
は
っ
き
り
そ
れ
と
わ
か
ら
な
い
箇
所
も
存
在
す
る
。
大
半
が
短
く
完
結

し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
逸
話
は
、
伝
聞
で
あ
る
こ
と
を
示
す
言
葉
あ
る
い
は

ホ
！
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
自
身
が
語
っ
た
こ
と
を
示
す
琶
葉
に
よ
っ
て
始
め

ら
れ
、
写
本
で
も
色
を
変
え
る
こ
と
で
明
瞭
に
示
さ
れ
る
。
全
体
は
内
容
に

従
っ
て
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
章
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
上
述
し
た
訳
注
本
文
の
章
分
け
に
見
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
が
、

第
二
章
の
表
題
が
写
本
に
よ
っ
て
異
な
り
、
「
写
本
に
よ
っ
て
は
章
題
と
し

て
明
確
に
意
識
さ
れ
て
」
い
な
い
こ
と
、
第
三
章
の
表
題
が
写
本
に
よ
っ
て

は
欠
落
し
て
い
る
こ
と
に
も
醤
及
さ
れ
る
。
ま
た
後
書
き
に
相
当
す
る
も
の

は
な
い
。

　
成
立
に
つ
い
て
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
本
書
の
「
失
わ
れ
た
原
本
の
成

立
」
は
以
下
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
。
著
者
の
マ
ウ
ラ
ー
ナ
ー
・
シ
ャ
イ
フ

は
、
弟
子
と
し
て
ホ
ー
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
自
身
か
ら
直
接
聴
く
こ
と
が
で

き
た
門
教
説
や
言
葉
の
メ
モ
を
持
っ
て
い
た
。
」
ま
た
「
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の

教
義
や
弟
子
の
指
導
の
仕
方
」
以
上
に
「
聖
者
の
奇
蹟
に
強
い
関
心
を
持
っ

て
い
た
」
た
め
に
、
ホ
ー
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
の
「
政
治
的
な
活
動
に
関
す

る
逸
話
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
師
の
奇
蹟
謹
と
し
て
集
め
記
録
し
て
い
た
。
」
逸

話
の
収
集
は
「
世
俗
の
仕
事
」
を
遂
行
す
る
過
程
で
も
な
さ
れ
、
と
く
に
師

の
死
後
に
こ
れ
ら
を
記
録
す
る
必
要
を
強
く
意
識
し
た
。
テ
イ
ム
ー
ル
朝
の

滅
亡
、
ホ
ー
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
の
二
人
の
息
子
の
「
殉
教
」
の
の
ち
、
書

き
溜
め
ら
れ
た
メ
モ
や
ノ
ー
ト
か
ら
「
漢
然
と
上
述
の
三
部
構
成
で
記
録
を

ま
と
め
、
著
作
の
草
稿
を
書
い
て
い
た
」
マ
ウ
ラ
ー
ナ
！
・
シ
ャ
イ
フ
は
、

し
か
し
な
が
ら
、
書
物
と
し
て
の
完
成
を
見
る
こ
と
な
く
死
去
し
た
。
こ
の

草
稿
に
は
、
書
名
・
序
文
・
後
書
き
も
な
か
っ
た
が
、
一
五
二
〇
年
頃
に
、

「
冒
頭
の
短
い
序
文
を
書
い
た
人
物
に
よ
っ
て
一
書
と
し
て
編
纂
さ
れ

た
。
」
章
題
も
著
者
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
編
纂
者
あ
る
い
は
写
字
生
に

よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
本
書
の
構
成
自
体
も
編
纂
者
に
よ
る
と
い
う
可
能
性

は
、
本
書
中
に
そ
の
人
物
の
痕
跡
が
序
文
以
外
に
は
残
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
採
用
さ
れ
な
い
。
ま
た
本
聖
者
伝
の
著
者
が
、
著
述
年
代
に
お
い
て
先
行

す
る
聖
者
伝
－
ほ
か
の
三
種
の
ホ
ー
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
伝
（
著
述
年
代

は
そ
れ
ぞ
れ
（
一
）
一
四
九
〇
1
一
五
〇
〇
年
の
問
、
（
二
）
　
一
五
〇
四
年

108 （896）



評害

頃
、
（
三
）
　
｝
五
〇
四
年
で
あ
り
、
（
三
）
は
（
一
）
（
二
）
を
参
照
し
て
書

か
れ
た
）
一
を
参
照
し
た
形
跡
が
な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
最
後

に
、
本
書
が
ほ
か
の
聖
者
伝
、
諸
資
料
に
な
い
独
自
の
情
報
を
多
く
含
む
こ

と
の
価
値
－
弟
子
以
外
の
語
る
ホ
ー
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
の
諸
奇
蹟
や
、

著
者
が
「
仕
事
」
に
よ
っ
て
得
た
と
思
わ
れ
る
ホ
ー
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
！
ル
の

私
有
財
産
に
か
ん
す
る
情
報
の
価
値
－
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
訳
注
本
解
題
で
引
用
・
提
示
さ
れ
る
『
ラ
シ
ャ
ハ
ー
ト
』
の
記
述
と
の
比

較
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
『
ラ
シ
ャ
ハ
ー

ト
』
が
「
伝
記
的
情
報
を
年
代
的
に
整
理
し
」
、
「
日
時
・
地
名
を
正
確
に
述

べ
、
客
観
的
に
事
実
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
偏
の
に
対
し
て
、
本
書
『
マ

カ
ー
マ
ー
ト
睡
は
「
説
明
的
な
記
述
が
一
切
な
く
、
ホ
ー
ジ
ャ
ま
た
は
第
三

者
の
語
る
話
の
集
積
」
で
あ
り
、
「
伝
記
的
な
形
態
を
ま
っ
た
く
取
っ
て
」

お
ら
ず
、
本
書
中
の
「
回
想
は
、
む
し
ろ
主
観
的
、
す
な
わ
ち
語
り
手
が
事

件
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
か
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
」
こ

の
理
由
は
「
編
著
者
た
ち
の
環
境
や
教
育
や
嗜
好
の
違
い
以
外
に
、
逸
話
を

3
章
に
分
け
た
こ
と
を
除
い
て
は
ほ
と
ん
ど
編
纂
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
」
に
求
め
ら
れ
る
。
著
者
に
よ
る
メ
モ
や
ノ
ー
ト
が
、
門
偶
然
そ
の
ま
ま
、

内
容
に
よ
る
3
分
類
の
み
を
経
て
書
物
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
た

め
に
、
状
況
説
明
を
書
き
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
逸
話
の
意
味
を
明
確
に
し

て
い
く
と
い
っ
た
聖
者
伝
編
纂
に
必
要
な
作
業
漏
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
い

ま
ま
＝
書
と
し
て
書
き
写
さ
れ
て
し
ま
」
い
、
そ
れ
ゆ
え
鷲
般
的
な
伝

記
聖
者
伝
や
お
言
葉
集
聖
者
伝
と
は
、
内
容
・
形
式
と
も
か
な
り
異
な
っ
た

「
聖
者
伝
」
と
し
て
残
さ
れ
」
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
各
写
本
を
比
較
検
討
し
た
校
訂
本
の
解
題
に
お
け
る
考
察
は
ま
こ
と
に
堅

実
・
明
快
で
、
こ
れ
ま
で
に
校
訂
を
お
こ
な
っ
た
経
験
を
も
た
な
い
評
者
は
、

実
際
の
校
訂
作
業
が
い
か
に
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
を
こ
こ
か
ら
多

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
訳
注
本
の
解
題
で
示
さ
れ
た
『
ラ
シ
ャ
ハ
ー

ト
』
と
本
書
と
の
比
較
も
、
聖
者
を
記
述
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、

あ
る
い
は
聖
者
は
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
を
含

む
聖
者
伝
ジ
ャ
ン
ル
の
あ
り
よ
う
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
評
者
に
は
、
大
変

に
興
味
深
か
っ
た
。
と
く
に
当
聖
者
伝
の
内
容
・
形
式
面
で
の
特
徴
が
書
物

編
纂
の
過
程
で
決
定
づ
け
ら
れ
た
と
す
る
見
解
に
は
、
著
者
の
意
図
だ
け
で

な
く
書
物
が
出
来
上
が
る
過
程
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
傾
聴
に
値

す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
、
著
者
の
聖
者
伝
作
成
の
意
図
に
関
し
て
若
干
の
所
感
を
述
べ
て

お
き
た
い
。
聖
者
伝
は
そ
れ
が
客
観
的
な
記
述
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で

あ
れ
、
荒
唐
無
稽
な
話
に
終
始
す
る
も
の
で
あ
れ
、
対
象
と
な
っ
た
聖
者
を

称
揚
す
る
目
的
で
記
述
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
こ
と
は
、
対
象

と
な
っ
た
聖
者
を
権
威
づ
け
る
と
と
も
に
、
何
が
し
か
に
対
し
て
対
象
を
正

当
化
す
る
こ
と
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
を
イ
ス
ラ
ム
信
仰
の

な
か
に
位
置
づ
け
る
営
為
が
な
さ
れ
た
十
・
十
一
世
紀
の
各
種
聖
看
列
伝
が

こ
う
し
た
意
図
の
下
に
編
ま
れ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
通
説
で
あ
ろ
う
し
、
十
六
・

十
七
世
紀
の
オ
ス
マ
ン
卑
下
で
、
ハ
ル
ヴ
ェ
テ
ィ
…
（
ハ
ル
ワ
テ
ィ
i
）
系

の
聖
者
伝
が
大
星
に
編
纂
さ
れ
始
め
た
理
由
の
一
部
を
、
教
団
に
対
す
る
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

感
お
よ
び
批
判
へ
の
防
御
・
応
答
に
求
め
る
研
究
も
存
在
す
る
。
ホ
ー
ジ

ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
の
死
後
三
十
年
ほ
ど
の
問
に
四
種
も
の
ホ
ー
ジ
ャ
・
ア
フ

ラ
ー
ル
伝
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

あ
る
特
定
の
理
由
に
よ
ら
ず
、
聖
者
に
対
す
る
崇
敬
の
念
か
ら
聖
者
伝
が
編

ま
れ
る
こ
と
は
当
然
あ
り
え
る
の
で
、
ホ
ー
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
自
身
が
驚

嘆
す
べ
き
影
響
力
を
持
ち
、
崇
敬
を
一
身
に
集
め
た
こ
と
が
聖
者
伝
編
纂
の
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第
一
の
原
因
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
た
だ
莫
大
な
世

俗
財
産
に
た
い
す
る
反
感
へ
の
回
答
と
思
わ
れ
る
、
聖
者
伝
本
文
中
に
見
ら

れ
る
世
俗
財
産
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
の
意
義
を
伝
え
る
逸
話
に
は
、
奇
蹟

を
伝
え
る
こ
と
が
第
一
の
目
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
批
判
か
ら
ホ
ー
ジ

ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
の
名
誉
を
守
ろ
う
と
い
う
態
度
が
無
意
識
に
で
も
表
出
し

て
い
る
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
ホ
ー
ジ
ャ
死
後
の

状
況
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
崩
壊
後
の
情
勢
も
著
者
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た

可
能
性
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
例
え
ば
、
シ
ャ
イ
バ
ー
ニ
ー
・
ハ
ー

ン
に
よ
る
ホ
ー
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
！
ル
の
息
子
ホ
ー
ジ
ャ
・
ヤ
フ
ヤ
ー
と
彼
の

子
供
た
ち
の
虐
殺
は
、
当
時
の
ナ
ク
シ
ュ
バ
ン
デ
ィ
ー
教
団
、
と
く
に
ホ
ー

ジ
ャ
の
近
く
に
い
た
人
々
に
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

　
以
上
、
評
者
の
関
心
に
従
っ
て
、
な
ん
ら
か
の
結
論
が
す
ぐ
さ
ま
得
ら
れ

る
類
の
も
の
で
は
な
い
、
校
寵
・
翻
訳
そ
の
も
の
と
は
関
係
の
な
い
妄
言
を

連
ね
た
。
校
訂
・
訳
注
者
は
、
本
書
の
出
版
に
い
た
っ
た
動
機
を
、
「
こ
の

著
作
中
の
重
要
な
部
分
を
他
史
料
と
つ
き
あ
わ
せ
て
歴
史
的
事
実
を
論
証
し
、

そ
れ
を
論
文
に
ま
と
め
て
い
く
作
業
よ
り
も
、
こ
の
著
作
金
て
の
翻
訳
に
よ

っ
て
、
中
央
ア
ジ
ア
の
聖
者
伝
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の

か
と
い
う
こ
と
、
そ
の
中
で
ホ
ー
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
と
い
う
聖
者
が
ど
の

よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
の
方
が
急
務
で
あ
る
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
『
マ
カ
ー
マ
ー
ト
睡
は
「
研

究
者
の
闘
に
お
い
て
さ
え
そ
の
存
在
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る

か
ら
、
単
な
る
紹
介
に
留
ま
ら
ず
、
他
分
野
の
研
究
者
も
容
易
に
参
照
で
き

る
よ
う
、
校
訂
本
を
作
成
し
、
翻
訳
を
お
こ
な
う
と
い
う
大
変
に
労
の
多
い

仕
事
を
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
何
物
に
も
変
え
が
た
い
恩

恵
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
か
つ
て
「
わ
れ
わ
れ
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
欧
米
の
論
文
・
研
究
書
を
読
む
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
写
本
や
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

文
書
な
ど
の
原
資
料
を
収
集
し
必
要
で
あ
れ
ば
出
版
し
、
翻
訳
す
る
こ
と
な

の
で
あ
る
。
翻
訳
に
よ
。
て
自
ら
の
文
化
の
一
部
と
な
。
た
原
資
料
の
鴫
m

性
は
計
り
知
れ
な
い
こ
と
は
、
先
学
た
ち
に
よ
っ
て
証
明
済
み
で
あ
る
」
と

も
述
べ
ら
れ
た
。
文
献
を
扱
っ
て
研
究
を
お
こ
な
う
も
の
に
と
っ
て
は
ま
さ

し
く
至
言
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
校
訂
・
訳
注
者
は
自
ら
の
琶
葉
通
り
に
そ
れ

を
実
践
さ
れ
た
。
敬
意
を
払
う
に
値
す
る
業
績
た
る
所
以
で
あ
る
。

①
「
教
団
」
と
し
て
の
タ
リ
ー
カ
を
巡
る
問
題
は
、
堀
川
徹
「
タ
リ
ー
カ
研
究
の
現

　
状
と
展
望
一
道
、
流
派
、
教
団
」
赤
堀
雅
幸
他
編
魍
イ
ス
ラ
ー
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信
抑
』
（
イ
ス
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ム
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域
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書
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）
東
京
大
学
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版
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悼
O
O
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℃
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δ
閉
一
Q
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9
に
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
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②
川
本
正
知
門
ホ
ー
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
と
ア
ブ
i
・
サ
イ
ー
ド
ー
テ
ィ
ム
ー
ル

　
朝
に
お
け
る
聖
者
と
支
配
者
！
」
『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
撫
卜
⊃
ρ
遷
。
。
①
も
や
ト
っ
？
α
ρ

　
「
ホ
ー
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
の
ワ
ク
フ
文
士
」
『
人
文
学
報
臨
①
ω
闇
一
り
○
。
ρ
竈
．

　
総
ふ
。
。
い
門
ナ
ク
シ
ュ
バ
ン
デ
ィ
ー
教
団
」
『
社
会
的
結
合
幅
（
シ
リ
ー
ズ
世
界
史
へ

　
の
問
い
4
）
岩
波
書
店
秘
り
。
。
り
も
や
δ
甲
一
⑩
9
「
ホ
ー
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
の
不

　
動
産
登
記
文
書
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一
五
世
紀
中
央
ア
ジ
ア
の
私
有
財
産
所
有
に
つ
い
て
扁
㎎
東
洋

　
史
研
究
隔
α
O
＼
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一
⑩
リ
ド
竈
．
Q
。
刈
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ム
O
O
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ナ
ク
シ
ュ
バ
ン
デ
ィ
ー
教
団
研
究
の

　
基
礎
資
料
に
つ
い
て
一
ω
　
ホ
ー
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
（
一
蒔
O
駆
1
一
蒔
⑩
O
）
」
『
中
央

　
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
属
意
識
と
イ
ス
ラ
ム
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
㎞
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成
一
一
1
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究
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究
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．
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ナ
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シ
ュ
バ
ン
デ
ィ
ー
教
団
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の
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資
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に
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い
て
一
ω

　
ホ
…
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
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一
画
O
心
－
目
麟
⑩
O
）
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署
．
N
墜
ω
O
一
間
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二
「
ナ
ク
シ
ュ

　
バ
ン
デ
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団
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関
す
る
最
近
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諸
研
究
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い
て
偏
『
バ
ー
ブ
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ー
マ
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究
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＜
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と
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の
時
代
㎞
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℃
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．
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お
チ
ェ
ホ
ヴ
ィ
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チ
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研
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介
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シ
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基
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心
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O
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